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あらまし  「感動（Kando）」は心が動かされる複数の体験と、それに対する反応によって構成される概念である

が（Yasuda et al., 2022）、文脈への依存度など文化特性との関連性も指摘されている（Uemiya et al., 2025）。本研究で

は、感動における文化特性の影響を更に検討するため、感動反応尺度とホフステードの文化指標との関連性につい

て、日本人 4690 名を対象として調査した。 
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Abstract  Survey on Japanese revealed some correlations between Kando reaction scale and Hofstede’s cultural dimensions. 
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1. まえがき  

1.1. 日本における「感動」と個人特性  

日本では「感動した」「感動的なシーンだ」など、「感

動」という言葉が日常的に用いられる。しかし、「感動」

は、日常の些細な出来事から一生に一度の重大な出来

事まで様々な強度の原因によって引き起こされること

が知られており [1][2]、従来の感情の類型に当てはめる

ことができないとされる [3]。  

Shoda et al. [4]は日本人 4690 名を対象に、「感動した

出来事」と、その出来事に対する心身の反応に関する

調査を実施した。その結果、「感動」を体験した出来事

は「対人関係」「芸術」「自然・旅行」「達成」など 8 カ

テゴリに分類された。また、感動体験に付随する心身

の反応として「ポジティブ感情」「爽快感」「あたたか

さ」「超越した力」など 11 種が特定された。さらに、

回答者の性別および年齢によって、感動体験のカテゴ

リと心身の反応の関係性が異なることも示され、体験

者の個人特性によって「感動」を引き起こす出来事や

心身の反応が異なる可能性が示された。  

1.2. 日本以外における「感動」  

「感動」という言葉は東アジア地域でのみ使われて

おり、日本のほか中国や韓国では使われるが、その他

の国や地域では「感動」に直接対応する言葉はないと

いわれる。「感動」に類する表現の例としては、英語圏

における“being moved”（心が動かされる）や“awe”

（畏怖、畏敬の念）、サンスクリット語での“Kama Muta”

（愛によって心が動かされる）などがあげられるが、

それぞれの間には原因となる出来事の質や体験の強度、

体験が惹起する情動の種類などの違いがあり、日本語

における「感動」と完全には一致しないことが指摘さ

れている [5]。  

1.3. 「感動」と文化的特性  

世界各地で用いられる「感動」および「感動」に類

する言葉において、原因となる出来事の質や体験の強

度、体験が惹起する情動の種類などに違いがあること

から、感動体験のカテゴリと心身の反応の関係性が性

別や年齢のような個人要因だけでなく、文化のような

特定の範囲の集団的要因によっても影響される可能性

もあると考えることができる。社会学者であるホフス

テードは、世界各地の文化圏を「権力格差」「個人主義

/集団主義」「男性性 /女性性」「不確実性の回避」「長期

志向 /短期志向」「人生の楽しみ方」の 6 次元によって



 

  

 

 

分類した [6]。ホフステードによれば、これらの 6 つの

次元で定義される文化的傾向は数十年単位で安定して

おり、物事の好ましさ判断や情動の喚起に影響する。

1.1.で論じた通り個人特性によって「感動」を引き起こ

す出来事や心身の反応が異なるならば、個人特性に影

響を及ぼす文化的特性によっても「感動」を引き起こ

す出来事や心身の反応が異なる可能性が考えられる。  

 

2. 本研究  

本研究では、「感動」を引き起こす出来事や心身の反

応と文化的特性との関連性を検討するため、日本語を

母語として日本文化圏で育った実験協力者に対して、

「感動した出来事」とその出来事に対する心身の反応

を定量的に評価する感動反応尺度 [4]と、ホフステード

のモデルに基づく 6次元の文化的特性尺度 [6]を実施し、

その相関関係を検討する。ホフステードの 6 次元モデ

ルは世界各地の異なる文化圏を評価するためのモデル

だが、1.2 で論じた通り、「感動」は言語によって意味

や強度が異なる可能性がある。世界各地の異なる文化

圏を調査対象にした場合、調査で使用する尺度の翻訳

が必要となり、言語の違いによる影響を受ける可能性

がある。そこで本研究では言語による影響がない同一

言語圏である日本文化圏に限定して調査を実施する。  

 

3. 方法  

調査対象 : 日本語を母語として日本文化圏で育った

実験協力者 6,454 名（女性 3,430 名、女性 3,024 名）に

オンライン調査を実施した。実験協力者のうち 159 名

はヤマハ発動機株式会社の社員、121 名は関西地方の

私立大学の学部生、6,174 名は業務委託した調査会社

のモニターであった。  

なお、ホフステード尺度には日本文化に適合しにく

い項目が一部含まれていたため、確認的因子分析によ

って適合度を低下させていた項目を除外した修正版を

用いた。  

調査票 : 「感動した出来事に関する調査」という名

目で、これまでに最も感動した出来事について記述す

るように実験協力者に求めた。実験協力者は、「妊娠・

出産」，「音楽」，「災害」などの 20 カテゴリ（感動カテ

ゴリ）の中で、自身が報告した最も感動した出来事が

該当すると思うカテゴリを全て選択した。  

感動反応尺度 : 調査の冒頭で参加者が記述した最も

感動した出来事について、感動反応尺度（11 因子 33 項

目 , [4]）の各項目がどの程度当てはまるか 7 件法によ

り回答するよう求めた。この尺度は、感動に伴って生

じる反応を 11 因子から測定するものであり、因子はそ

れぞれ「ポジティブ感情」「爽快感」「困難さ」「感動」

「涙」「あたたかさ」「克服」「鳥肌」「畏怖」「超越した

力」「驚き」であった。  

ホフステードの文化的特性尺度 : 参加者は 6 次元で

構成される文化的傾向を測定するための質問項目（24

項目；[6]）について、単極 5 件法で回答した。因子は

それぞれ「権力格差」「個人主義 /集団主義」「男性性 /女

性性」「不確実性の回避」「長期志向 /短期志向」「人生

の楽しみ方」であった。  

なお、上記に加え、対人反応性指標（単極 5 件法）、

コンテクスト尺度（単極 5 件法）、および分析的・包括

的思考スタイル尺度（単極 7 件法）も質問項目に含め

ていたが、本報告では分析対象外とした。  

 

4. 結果と考察  

「感動した出来事」の分類 : 「感動した出来事」と

して提示された 20 カテゴリについてクラスタ分析を

行った結果、6 クラスタに分類された（表 1）。  

 

 

表 1 「感動した出来事」の各クラスタ  

 

感動反応尺度と文化特性尺度の相関 : 感動体験の各

クラスタにおいて、感動反応尺度得点の平均と、文化

特性尺度の平均の相関を算出した。その結果、一部の

クラスタにおいて、感動反応尺度と文化特性尺度の間

に相関関係がみられた（ rs > .20）。  

 まず「自然・旅行」クラスタにおいては文化特性尺

度の「長期志向」と、感動反応尺度の「爽快感」（ r = .22）

および「感動」（ r = .20）との間で弱いながらも有意な

正の相関関係がみられた（ps < .05）（表 2）。このこと

は、「自然・旅行」に関連する体験においては、長期志

向の人ほど、その体験に対する反応として「感動」「爽

快感」が強く感じられることを示している。この結果

は、長期志向的な文化傾向をもつ人ほど、自然や旅行

といった非日常的な体験を通じて感情の解放感を抱き

やすい傾向があると解釈することができる。例えば、

長期志向傾向が強い文化（日本・韓国・中国など）で

は、努力や節度、規律といった価値が重視されるため、

旅行などの非日常的活動が日常的抑制から一時的に解

放されることを促すのかもしれない。  

次に「達成」クラスタにおいては、文化特性尺度の

「個人主義」および「長期志向」と、感動反応尺度の

一部の項目との間に弱いながら有意な正の相関がみら



 

  

 

 

れた（ps < .05）（表 3）。具体的には、文化特性尺度の

「個人主義」は、感動反応尺度の「ポジティブ感情」

（ r = .22）、「感動」（ r = .22）、「あたたかさ」（ r = .21）

と弱い正の相関を示した。また、文化特性尺度の「長

期志向」と、感動反応尺度の「あたたかさ」（ r = .21）

との間にも弱い正の相関がみられた。これらの結果は、

「達成」に関連する体験においては、個人主義的な傾

向をもつ人ほど、努力や成果が実を結ぶような達成経

験を通して、成功や自己効力感に基づくポジティブな

感情や感動を感じやすく、また、長期志向的な傾向を

もつ人ほど、胸があつくなるといった感覚を感じやす

いと解釈できる。例えば、個人主義が高い文化（アメ

リカやオーストラリアなど）では、努力や成功を自己

の能力と責任に結びつける価値観が重視されるため、

「自身の努力でやり遂げた」というストーリーが感動

を喚起しやすいのかもしれない。また、長期志向的な

強い文化（日本・韓国・中国など）では、努力や忍耐

を重んじる価値観のもと、達成に至るまでの努力の過

程の振り返りにより、胸が熱くなる感覚が湧き出るの

かもしれない。  

 

 

表２  「自然・旅行」クラスタにおける感動反応尺度と文

化特性尺度の関係性。赤字はピアソンの相関係数が 0.2 以

上または -0.2 以下、†は相関検定の危険率が 0.05 未満であ

ることを示す。  

 

 

表３ 「達成」クラスタにおける感動反応尺度と文化特性

尺度の関係性。赤字はピアソンの相関係数が 0.2 以上また

は -0.2 以下、†は相関検定の危険率が 0.05 未満であること

を示す。  

 

本研究の課題と今後の展望 : 本研究から感動反応

尺度と文化特性尺度との間に何らかの関係性がある可

能性が示されたが、調査では総じて弱い相関関係しか

認められなかった。この点については今回の調査が同

一文化圏に所属する調査であったことが原因の一つと

考えられる。本研究は、各尺度の翻訳過程で生じ得る

言語的な要因の影響を排除するため、日本語を母語と

して日本文化圏で育った実験協力者のみを対象とした。

しかし、ホフステードの文化特性尺度は本来、文化的

特性が異なる複数の文化圏を比較するために設計され

たものである。そのため、本研究のように単一文化圏

内で個人差を測定した場合、異なる文化圏で実施した

場合よりもデータの分散が小さくなると推察される。

文化特性尺度の分散が小さくなると、統計上、感動反

応尺度との相関も小さくなると考えられる。しかし、

裏を返せば、分散の小さい単一文化圏での調査におい

ても、感動反応尺度と文化的特性尺度の間に相関関係

が認められた。このことは、文化的特性によって「感

動」を引き起こす出来事や心身の反応が異なる可能性

を示唆するものであり、今後は複数の文化圏を対象と

した比較調査を行うことで、文化的特性と「感動」体

験の関連性が明らかなることが期待される。  
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